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�������������の観測�  
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(天塩) 

(気象庁) (国土地理院) (北海道大学)
震度計 GPS 地震計 (短周期)
地震計 (短周期)
(地震津波観測) (防災科学技術研究所) (自治体)

K-NET 震度計
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図 11-4 利尻山 観測点位置図(広域) 
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12.樽前山
た る ま え さ ん

 ����������       �����山 

北緯42°41′26″ 東経141°22′36″ 標高1,041m (樽前山)(標高点) 
北緯42°43′01″ 東経141°21′32″ 標高1,102m (風不止)(三角点) 
 
 

 

 

樽前山全景 後方は風不死
ふ っ ぷ し

岳 南東側上空から 2008 年 6 月 18 日 気象庁撮影 
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樽前山は約 9000 年前に支笏湖の南東側に生じた後支笏カルデラ火山で、山体は山頂付近

に伏在する 400～600m 前後のカルデラ壁上の火砕丘および火砕流堆積物で構成され、山体体

積は約 1km３である。山頂部には直径南北 1.2 ㎞、東西 1.5 ㎞の大型の火口(山頂火口原)があ

り、その内部を中央火口丘と呼ばれる低い火砕丘が被っている。中央火口丘の中央には 1909

年に最大径約 450m、比高約 120m の溶岩ドームが生じた。有史時代の噴火は全て山頂で起こ

っており、山頂火口原内では溶岩ドームを中心に現在も噴気・地熱が認められる(古川･中

川,2010)。構成岩石の SiO2 量は 52.0～64.0 wt.% である。 

樽前山の北北西約 3km に位置する風不死岳は、約 2 万 6 千年前に支笏湖の南岸に噴出した

後支笏カルデラ火山である。約 8500 年前にマグマ水蒸気噴火、約 4500 年前に水蒸気噴火が

発生した(古川･中川,2009)。現在は、噴気活動は認められない。 
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